
幼・保育園、小・中学校、子ども会ほか教育関係団体関係者の皆さまへ

平成２9年度　東山動植物園

環境教育プログラム

（動物園編）

猿形埴輪（大日塚古墳出土）



ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ番号

教材名・単元 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
国　語 (教材名）

りすのわすれもの ●

どうぶつの赤ちゃん ●

小学２年生 どうぶつ園のじゅうい ●

理　科 (単元）

小学３年生 身近な自然の観察 ● ● ● ●

小学４年生 季節と生物 ● ● ● ● ●

小学５年生 動物の誕生 ● ● ●

小学６年生 生物と環境 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

生物の観察 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

動物の体のつくりと働き ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

動物の仲間 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

生物の変遷と進化 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

生物の成長と殖え方 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

生物と環境 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

自然の恵みと災害 ● ● ●

自然環境の保全と科学技術の利用 ● ● ● ● ● ● ● ●

以下に、バラエティにとんだ約3０の動物園の環境学習プログラムを紹介しています。

プログラムのカテゴリや受講対象、実施形態は様々です。目的にあわせてご利用ください。

中学生
第２分野

   動植物園は従来の自然科学教育だけでなく、環境教育の担い手として大きな役割を持つといわれ
ています。環境保全に向けた行動を実践していくためには、動植物への理解を深めることが必要で
す。そのための第一歩は、動植物に興味を持っていただくことと考えています。東山動植物園で
は、生態系に関する問題を中心に、生きた動植物を素材として、その出会いから始めるさまざまな
環境教育プログラムを用意しています。本プログラムにより、受講者が動植物に興味を持ち、動植
物が置かれている状況への理解を深め、環境問題に取り組むための判断力を身につけることを目指
しています。

動　物　園　の　プ　ロ　グ　ラ　ム

小学１年生

東山動植物園の環境教育プログラムのご案内

生態系の危機
・生物多様性 ･ 水資源

・海洋汚染 ・森林破壊

・水資源 ・酸性雨

・砂漠化 ・食糧

地球温暖化の危機
・地球温暖化

・オゾン層の破壊

資源の浪費による危機
・有害廃棄物の越境移動

・エネルギー

・化学物質・ゴミ問題

・開発途上国の環境問題

学校教育や環境局などで取り組む環境教育

環境の保全に向けた行動の実践

行動力 応用力

理 解

興 味

探究心

敬意

分析力

考察力

感動

環境教育プログラム
動植物との

出会い

・生物多様性 ・地球温暖化 ・開発途上国の環境問

題

（動物、植物）

東山動植物園が取り組む環境教育

学習指導要領との対応

プログラムの見方

動物１２
小学生以上 講義・観察 動物の体を学ぶ

受講対象 実施形態 カテゴリ

骨格標本で生き物を学ぼうプログラム番号

プログラム名



所要時間 ３０～60分

開催場所 動物会館

募集人員/回 5～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの 筆記用具

備  考

所要時間 ３０～60分

開催場所 動物会館

募集人員/回 5～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの 筆記用具

備  考

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

内  容

動物園で働く飼育員の仕事を紹介します。中学生の職業調べ・職場訪問にも対
応したプログラムです。

講義のみで体験学習はできません。

動物２

動物園のじゅうい

内  容

動物園の獣医は、小さなカエルから大きなゾウまで、また猛獣のライオンなど
色々な動物を診ています。そんな獣医の仕事を紹介します。

動物１

飼育員のしごと

小学校2年生の国語の教科書（光村図書）にも対応したプログラムです。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

P2

小学生以上 講 義 動物園について学ぶ

小学生以上 講 義 動物園について学ぶ



所要時間 ６０～９0分

開催場所 動物会館

募集人員/回 25～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの 筆記用具

備  考 出前講座としても対応します。

所要時間 ３０～60分

開催場所 動物会館

募集人員/回 5～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの 筆記用具

備  考

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ:052-782-2111

FAX:052-782-2140

Ｐ３

内  容

戦後東山動物園で行われた「ゾウ列車」の実話を紹介し、動物の命を守ること
の大切さを学びます。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

動物３

動物園の役割

内  容

動物園の役割は、めずらしい生き物を展示するだけではありません。実際に飼
育することで動物についてよく知り、希少な動物を救うために貢献することも
大切な使命です。動物園のもつ社会的な役割を学びます。

動物４

ゾウ列車

小学生以上 動物園について学ぶ

小学生以上 講 義 動物園について学ぶ

講 義



所要時間 ９0分

開催場所 動物会館・動物園内

募集人員/回 25～35名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの

備  考

所要時間 ３０～60分

開催場所 動物会館

募集人員/回 5～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの 筆記用具

備  考

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

動物５

東山の絶滅危惧動物レクチャーツアー

内  容

動物園で飼育されている野生動物の多くが「絶滅危惧種」に指定されているこ
とを知っていますか？このレクチャーツアーでは希少動物についてのレク
チャーを受けて動物の直面している厳しい現実について学び、園内の動物舎を
巡りながら自然環境への理解を深めます。

P4

動物６

動物園で生物多様性を考える

内  容

生き物はお互いに支えあって生きており、「多様性」を守ることは動物にとっ
ても人間にとっても重要なことです。生物多様性の意味と大切さについて学び
ます。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

小学生以上 動物と環境について学ぶ

中学生以上 講 義

講 義・ガイド

動物と環境について学ぶ



所要時間 ３０～60分

開催場所 動物会館

募集人員/回 5～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの 筆記用具

備  考

所要時間 ３０～60分

開催場所 動物会館

募集人員/回 5～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの 筆記用具

備  考

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

動物７

絶滅の危機にある動物

内  容

地球上には、様々な生き物が様々な環境で生活して、自然界のバランスを保っ
ています。しかし、今、多くの生き物が絶滅の危機にさらされています。野性
動物の絶滅の現状を知るとともに、保護の必要性について学びます。

P5

動物８

りすのわすれもの

内  容

リスは木の実を貯えて、あとで食べる「貯食」（ちょしょく）という習性を
もっています。このおかげで、餌が乏しくなる真冬もリスは木の実を食べるこ
とができ、食べ残した実はやがて大きな木に成長します。このように、動物と
植物は関連して生きていることを学びます。

小学校1年生の国語の教科書（教育出版）に対応したプログラムです。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

小学生 講 義 動物と環境について学ぶ

小以上 講 義 動物と環境について学ぶ



所要時間 ３０～60分

開催場所 動物会館

募集人員/回 5～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの 筆記用具

備  考

所要時間 ３０～60分

開催場所 動物会館

募集人員/回 5～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの 筆記用具

備  考

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

動物９

動物の赤ちゃん

内  容

動物園で生まれた赤ちゃんはどんな姿か、どのように成長するのか、お母さん
はどのように子育てするのかなど、動物による違いについて学びます。

P6

動物11

小学校1年生の国語の教科書（光村図書）にも対応したプログラムです。

動物10

動物の“うんち”

内  容

動物には草食性、肉食性、雑食性があります。動物はそれぞれ何を食べて、ど
んなうんちをしているかを学びます｡動物の餌と“うんち”の標本を見ること
ができます。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

小学生以上 講 義 動物の体を学ぶ

小学生以上 動物の体を学ぶ

小学生以上 講 義 動物の体を学ぶ

観 察



所要時間 ３０～60分

開催場所 動物会館

募集人員/回 5～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの 筆記用具

備  考

所要時間 6０～90分

開催場所 動物会館

募集人員/回 25～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの

備  考

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

動物11

動物の体と動き

内  容

P7

動物12

骨格標本で生き物を学ぼう

内  容

野生動物の骨格標本（レプリカ・写真含む）を活用し、動物の体のしくみやは
たらきの違いを学んでいただき、小・中学校の授業を支援する講座です。

事前に担任の先生と打合せを行います。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

動物の体のつくりには生態や行動により、さまざまな違いがあります。目・耳
などの感覚器官、口・歯などの消化器官や肢・尾などの運動器官の違いについ
て学びます。

講 義

小学生以上 動物の体を学ぶ講 義・観 察



所要時間 ３０～90分

開催場所 動物会館　レクチャーホール

募集人員/回 25～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの 筆記用具

備  考

所要時間 ３０～90分

開催場所 動物会館　レクチャーホール

募集人員/回 25～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの 筆記用具

備  考

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

動物13
　動物の社会のしくみ

～どうぶつのなかまとのくらし～

内  容

動物は１頭で生活しているのではありません。オス・メスでつがいになった
り、大きな群を作ったりと様々な社会関係を持っています。そうした関係が、
進化の中でどのようにできてきたかを考えてみましょう。

出前講座としても対応しています。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

P8

出前講座としても対応しています。

動物14
　動物の生活環境と福祉

～どうぶつのせいかつとしあわせ～

内  容

動物の種による行動の違いとそれぞれが生活する環境の違いを考えます。動物
園における環境エンリッチメントや動物福祉について学び、さらに野生環境の
問題へと目を向けていきます。

小学生以上 観 察 動物の社会と行動を学ぶ

小学生以上 動物の社会と行動を学ぶ観 察



所要時間 ３０～90分

開催場所 動物会館　レクチャーホール

募集人員/回 25～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの 筆記用具

備  考

所要時間 ３０～90分

開催場所 動物会館　レクチャーホール

募集人員/回 25～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの 筆記用具

備  考

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

出前講座としても対応しています。

動物16
　動物の“こころ”を考える

～どうぶつの“きもち”はどんなかな～

内  容

ヒト以外の動物にも”こころ”があることを理解し、実感してもらう。さまざ
まな動物の振る舞いや物事に対する反応をもとにして、動物の”こころ”の調
べ方やそれをどのように理解すればよいかを探ります。

動物15
動物の五感（味覚、視覚、嗅覚、触覚、聴覚）

～どうぶつの　め、みみ、はな　のふしぎ～

内  容

動物も私達と同じように感覚を使って、様々なものを感じて生活しています。
どのような感覚の働きや、感じ方をしているのかを考えてみましょう。

出前講座としても対応しています。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

P9

小学生以上 観 察

小学生以上 観 察

動物の社会と行動を学ぶ

動物の社会と行動を学ぶ



所要時間 30～60分

開催場所

募集人員/回 25～１００名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの

備  考

所要時間 ３０～６０分

開催場所 世界のメダカ館

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの

備  考 実施時間　11:00～12:00、14:00～15:00

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

動物17

メダカ講座

世界のメダカ館または動物会館

内  容

かつてはどこでも見られたメダカも、現在は絶滅危惧種に指定されています。
その生態を知り、自然環境への理解を深めます。

P10

出前講座としても対応しています。　実施時間10：00～12：00,13：00～15：00の間の60分

動物18

カメ・カエル博士

内  容

カメとカエルの仲間は、著しくその生息数を減らしています。飼育員の話を聞
き、その生態を知り、自然環境への理解を深めます。生体・標本などの観察の
ほかネイチャーゲーム(小学校高学年向き)を行います。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

小学生以上 講 義・見 学 野生動物をもっと深く学ぶ

小学生(4年生)以上 講 義・見 学 野生動物をもっと深く学ぶ



所要時間 ３０～60分

開催場所 クマ舎

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの

備  考 実施時間　11:00～12:00、14:00～15:00

所要時間 ３０～60分

開催場所 サル舎、類人猿舎

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの

備  考

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

動物19
クマと人の共存について
～森でクマさんと出会ったら…～

内  容

クマを通じて、野生動物とヒトとのかかわりについて学びます。飼育員の話を聞きな
がら、「クマ舎」を見学します。

P11

動物20

動物園で学ぶ霊長類講座

内  容

東山で飼育している霊長類を観察して霊長類（チンパンジー、ゴリラ、オラン
ウータン、テナガザル他）などの生態や環境対応について学びます。飼育員の
お話を聞きながら、動物園の「類人猿舎」「サル舎」を見学します。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

実施時間　11:00～12:00、14:00～15:00  講義は世界のメダカ館メダカホールまたは動物会館で行います。

小学生以上 講 義・見 学

小学生以上 講 義・見 学

野生動物をもっと深く学ぶ

野生動物をもっと深く学ぶ



所要時間 ３０～60分

開催場所 飼料室、動物会館

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの

備  考 実施時間　11:00～12:00、14:00～15:00

所要時間 ３０～60分

開催場所 アフリカゾウ舎

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの

備  考 実施時間　10:30～11:30、14:00～15:00

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

動物21

動物園のレストラン

内  容

各種動物たちの餌について学び、合わせて食物連鎖、生物の多様性について学
びます。飼育員の話を聞きながら、「飼料室」を見学します。
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動物22

アフリカゾウのトレーニング講座

内  容

飼育係員が日常で行っている「ゾウのトレーニング」は何か。また、ゾウの能
力について学びます。飼育員の話を聞きながら、「ゾウ舎」を見学します。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

小学生以上 講 義・見 学

小学生以上 講 義・実 習

野生動物をもっと深く学ぶ

野生動物をもっと深く学ぶ



所要時間 ３０～60分

開催場所 日本産動物エリア（こども動物園）

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの

備  考 実施時間　11:00～12:00、14:00～15:00　*雨天中止

新発見！

所要時間 ３０～60分

開催場所 アメリカゾーン（北園）

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの

備  考 実施時間　11:00～12:00、14:00～15:00　*雨天中止

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

動物23

里山にすむ日本の動物を学ぼう

内  容

日本産動物を観察しながら、里山に暮らしている動物たちについて学びます。
また、それらの動物たちを通して私たちの身近な自然や人との関わりについて
も考えます。飼育員の話を聞きながら、「日本産動物エリア」を見学します。
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動物24

アメリカ大陸動物なるほどツアー

内  容

南北アメリカに生息し、絶滅が心配されている動物を紹介します。体のつくり
や餌を食べる様子を観察しながら、動物たちが生息しているアメリカの環境問
題について考えてもらう講座です。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

小学生以上 講 義・見 学

小学生以上 講 義・見 学

野生動物をもっと深く学ぶ

野生動物をもっと深く学ぶ



所要時間 ３０～60分

開催場所 アシカ舎・アザラシ舎

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの

備  考 実施時間　11:00～12:00、14:00～15:00　*雨天中止

所要時間 ３０～60分

開催場所 カバ舎

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの

備  考 実施時間　10:30～11:30、14:00～15:00

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

動物25

比べてみよう！アシカとアザラシ

内  容

アシカとアザラシの違いを知っていますか？どちらも、分類上は体にヒレを持
つ、鰭脚目（ききゃくもく）の仲間です。でも、寒い海域に生息するアザラシ
と暖かい海域に生息するアシカでは大きな違いがあります。この講座では、本
物の動物を観察しながら比較することで、疑問を解決します。
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動物26

カバのひみつ

内  容

動物園では大人しいイメージがあるカバですが、野生では危険な動物として知
られています。カバについては意外と知らないことがたくさんあるのではない
でしょうか。カバのひみつを飼育員と一緒に解き明かしませんか。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

小学生以上 講 義・見 学

小学生以上 講 義・見 学

野生動物をもっと深く学ぶ

野生動物をもっと深く学ぶ



所要時間 ３０～60分

開催場所 アジアゾウ舎（ゾージアム）

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの

備  考 実施時間　11:00～12:00、14:00～15:00　

所要時間 ３０～60分

開催場所 ツシマヤマネコ舎

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日）

用意が必要なもの

備  考 実施時間　11:00～12:00、14:00～15:00　*雨天中止

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

動物27
アジアゾウをもっと知ろう
　　　～ゾージアム探訪～

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp
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内  容

”ゾージアム”は新しいアジアゾウの飼育展示施設です。この講座ではアジア
ゾウの生態はもちろんのこと、その歴史や人とのかかわりについても学ぶこと
ができます。東山にいるアジアゾウの故郷（ふるさと）であるスリランカにつ
いてもご紹介します。

動物28

ツシマヤマネコを守る

内  容

ツシマヤマネコは長崎県の対馬（つしま）に生息する日本固有の小型のヤマネ
コです。環境省は絶滅の恐れのある野生動物としてレッドリストにのせ、保護
をすすめています。ツシマヤマネコを守っていくためにはどうしたら良いので
しょう。ツシマヤマネコの現状と動物園での取り組みについてご紹介します。

小学生以上 講 義・見 学

小学生以上 講 義・見 学

野生動物をもっと深く学ぶ

野生動物をもっと深く学ぶ



所要時間 ３０分

開催場所 コアラ舎

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日の平日）

用意が必要なもの

備  考

所要時間 ３０分

開催場所 アフリカゾウ舎

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日の平日）

用意が必要なもの

備  考 実施時間　10:３0～12:00、13:３0～14:00の間の30分　小学校（低学年）も対応します。

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

内  容

大きなゾウは、どんなものを食べ、どんなウンチをしているか知っています
か？ゾウのことをもっと知りましょう。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

動K１

コアラとユーカリのおはなし

内  容

ユーカリには多くの種類があります。コアラはこれらをかぎ分けるためとても
鼻が発達していることは知っていますか？コアラの秘密をもっと知りましょ
う。

動K２

ゾウの食べものとウンチのおはなし

実施時間　10:30～12:00、13:30～14:00の間の30分　小学校（低学年）も対応します。※雨天中止

P16

園児（保護者） ガイド どうぶつ入門コース

園児（保護者） ガイド どうぶつ入門コース



所要時間 ３０分

開催場所 カンガルー舎

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日の平日）

用意が必要なもの

備  考

所要時間 ３０分

開催場所 動物会館・アジアゾウ舎

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日の平日）

用意が必要なもの

備  考 実施時間　10:３0～12:00、13:３0～14:00の間の30分　小学校（低学年）も対応します。

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

動K４

アジアゾウ「マカニー」と「エルド」のおはなし

内  容

東山の長い歴史のなかで、アジアゾウの”マカニー”と”エルド”が登場する
お話はとても感動的でアニメ作品にもなりました。戦後、多くの子どもたちに
夢と希望を与えたこの「ゾウ列車」のエピソードを、オリジナルの紙芝居で紹
介し、動物園内のミニツアーも行います。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

動K３

カンガルーとふくろのおはなし

内  容

カンガルーのおなかの「ふくろ」の中はどうなっているの？また、どのように
子育てをしているか知っていますか？カンガルーのことをもっと知りましょ
う。

実施時間　10:３0～12:00、13:３0～14:00の間の30分　小学校（低学年）も対応します。※雨天中止
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園児（保護者） ガイド どうぶつ入門コース

どうぶつ入門コース園児（保護者） ガイド



所要時間 ３０分

開催場所 世界のメダカ館

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日の平日）

用意が必要なもの

備考 実施時間　10:３0～12:00、13:３0～14:00の間の30分　小学校（低学年）も対応します。

所要時間 ３０分

開催場所 オランウータン舎

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日の平日）

用意が必要なもの

備  考 実施時間　10:３0～12:00、13:３0～14:00の間の30分　小学校（低学年）も対応します。

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

ニホンメダカが体の色を変化させることは知っていましたか？アメリカザリガ
ニのオスとメスの見分け方は分かりますか？身近な動物でもまだまだ知らない
ことがありますね。日本の固有種であるメダカとアメリカからやってきたザリ
ガニについてもっと知りましょう。
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動K６

オランウータンと森のおはなし

内  容

みなさん、チョコレートやポテトチップは好きですか？みんなが食べているお
菓子やお母さんの使っている化粧品とオランウータンの住む南の島とは深いつ
ながりがあります。オランウータンの食べ物や現在の生息状況について紙芝居
をまじえて楽しく紹介します。オランウータンの手形・足形が私達とどう違う
かも比べてみましょう。

申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

動K５

メダカとザリガニのおはなし

内容

どうぶつ入門コース園児（保護者） ガイド

どうぶつ入門コース園児（保護者） ガイド



所要時間 ３０分

開催場所 ホッキョクグマ舎

募集人員/回 ２５～４０名

実施可能時期 通年（開園日の平日）

用意が必要なもの

備  考

東山動植物園（www.higashiyama.city.nagoya.jp/）　　

ＴＥＬ : 052-782-2111

ＦＡＸ : 052-782-2140

実施時間　10:３0～12:00、13:３0～14:00の間の30分　小学校（低学年）も対応します。※雨天中止
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申込・問い合わせ先等 動物会館　教育プログラム担当　内線240・242

E-mai l : higashiyamaprogram@lime.ocn.ne.jp

動K７

ホッキョクグマと氷のおはなし

内  容

ホッキョクグマはヒグマと並ぶ陸上で最大の肉食獣で、北極などの氷におおわ
れた海をすみかにしています。ところが、ホッキョクグマは地球温暖化で困っ
ています。地球の温度が上がることで、エサとなるアザラシを捕獲するときに
大切な足場となる氷が溶けてしまうのです。私たちが少し努力することで、地
球が変わり、動物たちを助けることができるかもしれません。

どうぶつ入門コース園児（保護者） ガイド


